
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和4年度）
（単位：円）

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

八河谷集落舗装
グルービング工事

智頭町 2,365,000 2,365,000

番号 措置名 交付金事業の名称 交付金事業者名又は間接交
付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）
（単位：円）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 評価年度 令和4年度

住民の満足度
90％以上

満足度：やや満足以
上の回答をした者÷
回答者数×100

成果実績 ％ 80

目標値 ％ 90

達成度 ％ 88

評価年度の設定理由

事業完了後速やかに評価することにより、事業改善を図るため

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

　グルービング工事の実施により、道路を利用している12世帯において積雪の多い冬期の生活における安心・安
全を保証します。また、本事業によって道路を整備することにより、周辺住民の発電事業に対する理解が得られ
ます。
目標：道路を利用している世帯にアンケートを行い事業前後における住民の満足度を調査し、9割以上が満足

事業開始年度 令和4年度 事業終了年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 智頭町

交付金事業実施場所 鳥取県八頭郡智頭町大字八河谷地内

交付金事業の概要

　本町は、毎年１月～2月頃には1日30cmの降雪を記録する等県内有数の豪雪地帯です。中でも山間部に位置する
八河谷集落は、平成29年の豪雪の際には７世帯が孤立し、本年の冬期についても2mを越える積雪を記録するな
ど、町内で最も積雪の多い地域です。
　住宅沿いに狭い坂道が蛇行を繰り返す同集落では、大型の除雪車などが除雪作業をすることはできず、積雪対
策としては融雪が最も適しています。そこで、住民は水路に堰板を入れ水をオーバーフローさせることで道路の
融雪を行ってきましたが、近年は道路のわだちが高くなり道路全体の融雪が難しくなっています。同集落では高
齢化も進んでおり、積雪のある冬期の生活が年々不安視されています。こうした状況から、道路中央のわだちに
数本の溝を削るグルービング工事を施すことで、道路全体を融雪できるように改善し、冬期の住民生活の安心・
安全を維持することを目指して本事業を実施します。
　（施工延長 L=325.5ｍ　グルービング工 A=501m2）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等措置

八河谷集落舗装グルービング工事



交付金事業の担当課室 智頭町役場企画課

交付金事業の評価課室 智頭町役場企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路舗装グルービング工事 指名競争入札
株式会社久本管工

　（智頭町）
2,365,000円

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,365,000

うち文部科学省分

総事業費 2,365,000

うち経済産業省分 2,365,000

交付金事業の総事業費等 令和4年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 % 100%

年度

グルービング工事

活動実績 m2 501

活動見込 m2 501

交付金事業の成果目標及
び成果実績

交付金事業の定性的な成果及び評価等

施工後、12月には降雪が始まり、グルービング工事が有効に作用し、住民達からも一定の満足度を得られまし
た。一方で、町内で倒木や停電も多発した１月末の災害級のレベルの大雪に対しては満足にグルービングが作用
せず、昨今の急激な積雪に対しては不安要素が残る結果となりました。この反省から、次年度以降についてはさ
らに入念な現地調査を行うこと、施工業者との協議を行い、町として対策を行っていきます。


